
 

 

 

 

たが、最近では地域のイベントなどに参加させていただき、産着の販売をして送

料に充てています。来年で10年目になりますが、これからも地域の皆様と支え合

い、一歩一歩進んでいきたいと思います。 

 

港から送り返されたり、行方不明にな

るなどトラブルも多く、継続が危ぶまれ

る事もありました。そんな中でも縫い続

け、一年ほど過ぎたころ、ギニア共和国

のジャングルに学校建設と運営をしてい

る「ギニア友の会」の嶋田会長と出会い、

確実に現地に届けていただけるようにな

りました。そのご縁から制服の依頼も受

けました。私達の縫ったものを着用して

いる可愛い子ども達の写真が届くたび、

活動を続けてきて良かったと心から思い

ます。また、送料が高額で困っていまし

たが 

  

 

「ひと針の会」は、手縫いの産着や肌着、学校の制服など

をギニア共和国に送る活動を続けています。代表の鈴木三

代子さんにお話をうかがいました。 

 

新聞で“世界中には産着を着ることので

きない赤ちゃんがたくさんいる“というこ

とを知ったのが活動のきっかけです。手ぬ

ぐいや浴衣地で作った産着や肌着は、思い

の他可愛らしく、自分たちも癒されました。

まず100枚の産着を送ろうとしましたが、当

初は外国への送付ルートもわからず、大き

なボランティア団体からも断られてしまい

ました。それでもなんとか新聞記事や知人

を頼りに、ネパール、アフリカ、ベトナム

等に送る活動を続けました。 
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期 日 時 間 内  容 

１月 20 日（月） 10:00～１5：30 傾聴～気持ちに寄り添う聴き方～他 

１月 21 日（火） 10:00～１5：00 介護制度と現状、認知症の理解対応 

１月 22 日（水） 10:00～16：00 市内施設・デイサービスのバス見学 

1月27日（月） 10:00～14：30 車椅子外出介助実習、活動者体験談 

★保育ボランティア 

★外出介助 

★病院内車いす介助 

★施設での歌踊りの発表 

 

早いもので今年も最後の月となってしましました。あわただしい時期ですが、温かい飲み物などで

ホッとひと息する時間を作ると、気持ちにも余裕ができるかもしれませんね。 

Ｑ．ボランティアを始めたいのですが・・・ 

経験がなく、ふんぎりがつかないのですが。 

Ａ．すでにある団体やグループの活動に参

加する、個人で活動する、仲間と団体やグ

ループをつくって活動するなど、いくつか

の方法があります。始めやすいのは、すで

にある団体・グループの活動に参加する方

法かもしれません。「ボランティア募集」

という言葉だけでなく、自分の関心のある

活動分野、活動場所、活動時間、自分の特

技を考慮するとよいでしょう。 

また、活動することに初めはためらいを

感じる人は少なくありません。施設では見

学を受け入れているところもあるので、一

度様子を見てから活動を検討すると良い

かもしれません。「活動を始めてみたら、

事前に考えていたものと違った」という場

合もあります。不安に思っていることは何

でも聞いてみてください。 

ボランティアセンターでは、「ボランテ

ィア活動したい」「ボランティアの援助を

受けたい」などのボランティア相談を受け

付けています。電話による相談もお受けし

ています。 

Ｑ．どんなボランティア活動がありますか？ 

Ａ．障がい者の外出介助やお年寄りの話し

相手、施設のイベントのお手伝い、手話

や朗読など、さまざまな活動があります。 

あなたがしたいと思う活動のイメージは 

ありますか？ボランティア活動は自主性

に基づくもの。あなたの「したい」気持

ちが大切です。 

Ｑ．ケガをしてしまったらどうなるのか不安。 

Ａ．「けがをしたらどうしよう」「参加し

ている子どもにけがを負わせてしまっ

たら…」「施設で物を壊してしまったら

…」自主的な活動だからこそ、「もしも」

の不安があるのは当たり前。 

活動中の万一の事故に備えて「ボラン

ティア活動補償保険」があります。 

大切です。 

  

 


